
主
な
内
容

②
　

令
和

４
年

度
二

十
歳

の
つ

ど
い

④
　

第
68回

村
上

市
元

旦
マ

ラ
ソ

ン
大

会
⑥

　
新

民
生

委
員

・
児

童
委

員
、

主
任

児
童

委
員

⑰
　

健
康

啓
発

シ
リ

ー
ズ

⑳
　

私
が

輝
く

職
場

№
 179
2

月

Feb�2023

大人の仲間入り

二十歳のつどい
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私たちの二十歳の誓い

須
すが

貝
い

遥
はる

香
か

さん（藤沢） 磯
いそ

部
べ

望
のぞ

美
み

さん（藤沢） 石
いし

田
だ

夏
なつ

実
み

さん（牛屋） 近
こん

藤
どう

美
み

月
つき

さん（藤沢） 菅
すが

原
はら

怜
れん

聖
せい

さん（中継）齋
さい

藤
とう

彩
あや

乃
の

さん（佐々木）

　

令
和
４
年
度
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
が
１
月
７
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
の
民
法
改
正
に
伴
い
成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
成
人
式
」
か
ら
「
二
十
歳

の
つ
ど
い
」
と
名
称
が
変
更
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
開
催
。
当
初
は
昨
年
の
８
月
15
日
に
開
催
予
定
で
し

た
が
、
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
５
８
８
名
の
対
象
者
の
う
ち
３
３
８
名
が
参
加
。
式
の
実
行
委
員
が
計
画
し
た
中
学
校
の
恩
師

に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
流
さ
れ
、
当
時
を
懐
か
し
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
大
人
の
門
出
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

二
十
歳
の
つ
ど
い

村
上
市
成
人
式
改
め

令
和
４
年
度

祝

令和４年度の対象者数　（人）
出身中学校名 男 女 計

村上第一中学校 50 47 97
岩船中学校 17 20 37
村上東中学校 43 24 67
荒川中学校 47 41 88
平林中学校 16 17 33
神納中学校 18 23 41
朝日中学校 43 28 71
山北中学校 27 16 43
村上中等教育学校 19 22 41

計 280 238 518
その他 70

新成人が生まれた
2002年ってどんな年？
　ソルトレイクシティオリンピック開幕
　�2002FIFAワールドカップが日韓共同で開
催され、日本が初のベスト16
　住民基本台帳ネットワーク稼働
　�多摩川で発見されたゴマフアザラシが「タ
マちゃん」と名付けられ、この年の新語・
流行語大賞に選ばれた
　北朝鮮から拉致被害者５人が帰国

市長からのメッセージ
　生まれ育ったふるさとである村上市で、
二十歳という人生の節目を迎えられる皆さ
んの門出を多くの皆さんと共にお祝いでき
ますことは大変喜ばしく、心からお祝いを
申し上げます。二十歳を迎える皆さんは、
これまで以上に「権利と義務」を身近なも

のとして認識することとなります。その上で「責任」が求め
られます。同時に、無限の可能性に満ち溢れた未来が目の前
に広がってもいます。
　思い切り挑戦し、力強く人生の歩みを進めていただきたい
と願っています。
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新春の城下町を駆け抜ける
第68回　村上市
元旦マラソン大会

　

新
年
を
祝
い
、
国
内
で
最
も
歴
史
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
「
村
上
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
を
乗
り
越
え
、
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
東

京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
Ｔ
46
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
で
本
市
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
で
あ
る
永
田
務
氏
を
迎
え
、
参
加
し

た
ラ
ン
ナ
ー
と
一
緒
に
走
り
始
め
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
ら
れ
交
じ
り
の
雨
が
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
県
内
を
は
じ
め
全

国
各
地
か
ら
７
９
３
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
い
、

親
子
ペ
ア
で
並
走
し
た
り
、
個
性
豊
か
な
仮

装
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
目
標
達
成
は
も
と

よ
り
、
走
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
新

春
の
城
下
町
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
入
賞
者（
敬
称
略
）

２
㌔
男
子
小
学
生
低
学
年

４
位　

伊
藤
真　
　

（
久
保
多
町
）

５
位　

小
原
日
向　

（
鋳
物
師
）

８
位　

中
村
考
宏　

（
三
之
町
）

９
位　

佐
藤
陽
斗　

（
上
町
）

10
位　

佐
藤
來
輝　

（
杉
原
）

２
㌔
女
子
小
学
生
低
学
年

３
位　

大
矢
か
な
愛
（
山
居
町
一
丁
目
）

５
位　

成
田
心
々
菜
（
新
町
）

６
位　

松
田
葵
月　

（
飯
野
三
丁
目
）

９
位　

小
池
淑
美　

（
塩
町
）

３
㌔
男
子
中
学
生

３
位　

丹
羽
遼
汰
朗
（
鍛
冶
町
）

５
位　

竹
内
大
智　

（
飯
野
三
丁
目
）

６
位　

木
村
晄　
　

（
門
前
）

７
位　

鈴
木
視
千　

（
上
助
渕
）

８
位　

本
間
大
斗　

（
天
神
岡
）

３
㌔
女
子
中
学
生

６
位　

小
竹
柚
月　

（
緑
町
五
丁
目
）

３
㌔
女
子
高
校
生
以
上

２
位　

津
島
世
奈　

（
岩
船
上
浜
町
）

３
㌔
男
子
30
～
49
歳

６
位　

稲
葉
天
理　

（
新
町
）

８
位　

富
樫
英
夫　

（
早
稲
田
）

３
㌔
男
子
50
歳
以
上

２
位　

伊
與
部
博
昭
（
瀬
波
中
町
）

５
位　

天
井
英
二　

（
若
葉
町
）

７
位　

渡
辺
雄
二　

（
羽
ケ
榎
）

３
㌔
男
子
小
学
生
高
学
年

３
位　

伊
藤
孝　
　

（
久
保
多
町
）

５
位　

佐
久
間
悠
元
（
新
町
）

３
㌔
女
子
小
学
生
高
学
年

４
位　

平
山
柚
葵　

（
七
湊
）

５
位　

小
田
琴
美　

（
山
辺
里
）

８
位　

田
中
菜
央　

（
新
町
）

５
㌔
男
子
中
学
生

７
位　

成
田
卓
人　

（
新
町
）

８
位　

本
間
瞬　
　

（
若
葉
町
）

５
㌔
男
子
高
校
生
～
29
歳

４
位　

横
山
諒　
　

（
下
助
渕
）

５
位　

冨
樫
唯
真　

（
杉
原
）

６
位　

倉
松
健
太
郎
（
緑
町
一
丁
目
）

７
位　

井
上
千
聖　

（
羽
黒
町
）

８
位　

玉
木
涼
陽　

（
宮
ノ
下
）

５
㌔
男
子
30
～
39
歳

１
位　

横
山
群　
　

（
下
助
渕
）

５
位　

阿
部
辰
也　

（
長
松
）

６
位　

髙
橋
義
樹　

（
二
之
町
）

８
位　

伊
藤
隆
弘　

（
久
保
多
町
）

５
㌔
男
子
40
～
49
歳

４
位　

海
沼
智　
　

（
関
口
）

５
位　

関
口
進
也　

（
新
町
）

６
位　

森
周
作　
　

（
梨
木
）

５
㌔
男
子
50
～
59
歳

３
位　

宇
鉄
広
一　

（
北
大
平
）

５
位　

髙
野
賢
二　

（
羽
ケ
榎
）

７
位　

本
間
洋
行　

（
浜
新
田
）

８
位　

小
池
正
義　

（
若
葉
町
）

５
㌔
男
子
60
歳
以
上

４
位　

佐
藤
敬
一　

（
藤
沢
）

５
㌔
女
子
高
校
生
～
39
歳

１
位　

小
林
瑛
実　

（
北
新
保
）

２
位　

丸
山
美
幸　

（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

４
位　

加
藤
恵
梨
香
（
川
部
）

５
位　

薄
田
陽
凪　

（
岩
船
三
日
市
）

５
㌔
女
子
40
歳
以
上

３
位　

小
田
恵
子　

（
岩
船
上
浜
町
）

７
位　

齋
藤
綾　
　

（
大
津
）

10
㌔
男
子
高
校
生
～
29
歳

３
位　

相
馬
一
生　

（
早
稲
田
）

７
位　

井
上
陽
向　

（
羽
黒
町
）

８
位　

大
倉
慎　
　

（
岩
船
駅
前
）

10
㌔
男
子
30
～
39
歳

３
位　

相
馬
平　
　

（
高
根
）

４
位　

平
山
洋
亮　

（
高
御
堂
）

５
位　

佐
藤
一
貴　

（
関
口
）

８
位　

佐
藤
優
太　

（
関
口
）

10
㌔
男
子
60
歳
以
上

１
位　

内
山
武
夫　

（
海
老
江
）

４
位　

本
間
嘉
隆　

（
松
原
町
三
丁
目
）

５
位　

岩
澤
博　
　

（
古
渡
路
）

８
位　

鈴
木
忍　
　

（
七
湊
）

10
㌔
女
子
40
歳
以
上

６
位　

山
脇
牧
子　

（
松
原
町
四
丁
目
）

大
会
の
歴
史　

昭
和
31
年
１
月
１
日
、
村
上

市
山
辺
里
の
故
高
橋
喜
代
次
親
子
４
人
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
サ
ン
シ
ル
ベ
ス
ト
レ
ー
ス
に
倣
い
、

午
前
０
時
を
期
し
て
市
内
８
㌔
コ
ー
ス
（
山

辺
里
橋
～
羽
黒
神
社
）
で
実
施
し
た
の
が
大

会
の
始
ま
り
。
昭
和
40
年
（
第
16
回
大
会
）
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ゆ
く
年
く
る
年
」
で
全
国
に

紹
介
さ
れ
、
参
加
者
も
５
０
０
人
ほ
ど
に
増

え
て
い
き
ま
し
た
。

※小学生は10位以内、中学生以上は８位以内を掲載
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　民生委員・児童委員は、地域の皆さんの立場に立って暮らしを支援したり、
子育てや高齢者の介護、健康・医療に関することなど、生活の中で気になっ
ていることを聞いてくれる相談役です。お気軽にご相談ください。なお、
未定区域のご相談は、福祉課総合相談係（内線2331）へご連絡ください。
　主任児童委員は、地域全体の児童福祉に関わる問題を専門的に担当する
人です。担当区域の民生委員・児童委員などと協力し、子どもと保護者が
抱えるさまざまな問題に対し、相談や支援活動を行っています。

民生委員・児童委員民生委員・児童委員 （敬称略、任期は令和７年11月30日まで）

主任児童委員主任児童委員 （敬称略、任期は令和７年11月30日まで）

新しい民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します
問い合わせ 福祉課福祉政策室　☎53−2111（内線2320） 記事 ID 0072737

村上地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

羽黒町 丹羽直行（羽黒町）
鍛冶町 板垣孝子（鍛冶町）
若葉町 佐藤民子（若葉町）
希望ケ丘住宅、中川原団地 須貝多美江（希望ケ丘）
肴町 小林照子（肴町）
大欠 佐藤竹四（大欠）
幸町 萩原幸子（幸町）
田端町 未定
山居町一丁目 滝波智衛（山居町一丁目）
山居町二丁目 小山美栄子（山居町二丁目）
南町一丁目 寳保幸子（南町一丁目）
南町二丁目 内山忠男（南町二丁目）
飯野桜ケ丘、飯野西 澁谷紀子（飯野桜ケ丘）
飯野一丁目、飯野二丁目 菅原順一（飯野二丁目）
飯野三丁目 中山民夫（飯野三丁目）
長井町、上町 稲垣晴一（上町）
大町、寺町 阿部聡（大町）
小町、加賀町 未定
庄内町 栗山佐洋子（庄内町）
久保多町 美濃洋子（久保多町）
片町、上片町 前田研一（上片町）
泉町 髙橋恵美子（泉町）
塩町 齋藤里美（塩町）
大工町、細工町 遠藤博子（細工町）
安良町、小国町 未定
羽黒口 齋藤幸子（羽黒口）
二之町 鈴木真知子（二之町）
三之町 吉村讓（三之町）
堀片 久保朝子（堀片）
新町 未定
杉原、石原 本保すみ子（杉原）
山辺里 小田順子（山辺里）
山辺里 鈴木智子（山辺里）
四日市、天神岡、西興屋 小田信子（西興屋）
仲間町、坪根、上相川 未定

荒川地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

貝附、花立 伊藤文雄（花立）
荒島、春木山 後藤智秀（春木山）
上鍜冶屋、下鍜冶屋（上・中
の一部）、梨木 大矢文雄（上鍜冶屋）
下鍜冶屋（中の一部・下） 坂上正信（下鍜冶屋）
切田 冨樫壽美（切田）
十文字、野口、坂町住宅 未定
坂町（本村） 未定
坂町（山の口）、田屋 田島優子（坂町）
坂町駅前 未定
藤沢（学校町を除く） 平山澄枝（藤沢）
前坪団地、藤沢（学校町） 佐々木惠子（前坪団地）
荒川松山 金子俊子（荒川松山）

神林地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

松沢、岩野沢、山田 佐藤修一（松沢）
飯岡、河内 小田礼司（飯岡）
桃川 近さと子（桃川）
指合、南大平 佐藤正幸（南大平）
殿岡、小出 鈴木竹二（殿岡）
有明 ⻆田百合（有明）
山屋、上助渕 八藤後文博（上助渕）
下助渕、里本庄 加藤浩美（下助渕）
七湊、志田平 天井貞夫（七湊）
川部、小岩内 齋藤江美子（川部）
湯ノ沢 小池トミ子（湯ノ沢）
葛籠山、平林の一部 杉上春雄（葛籠山）
平林の一部 木村和春（平林）

朝日地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

大場沢、熊登 ⻆一大樹（大場沢）
古渡路 八藤後なり子（古渡路）
あけぼの 五十嵐幸子（あけぼの）
小川 長谷部まり子（小川）
十川 和田民子（十川）
下新保 秦志のぶ（下新保）
笹平、瑞雲 鈴木てい子（笹平）
釜杭、小揚 齋藤澄子（小揚）
岩崩、茎太、千縄 髙橋美和子（千縄）
新屋、中新保 木ノ瀨彰（新屋）
堀野、石住、上中島 貝沼みつ（堀野）
布部 佐藤禎子（布部）
高根 遠山昭一（高根）
北大平 宇 文男（北大平）
関口 海沼順一（関口）

山北地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

府屋（学校町）、岩崎 田宮利久（府屋）
府屋（本町、浜町の一部） 森山明美（府屋）
府屋（駅前通、浜町の一部） 平方滝子（府屋）
中浜、伊呉野 未定
堀ノ内、大谷沢 未定
温出、塔下 田村あや子（温出）
杉平、遅郷、岩石 五十嵐まさこ（岩石）
荒川口、朴平 小田富子（荒川口）
小俣 佐藤ルミ子（小俣）
雷、大代 木村喜智子（雷）
中継 菅原順子（中継）
山熊田 大滝あさ子（山熊田）
大沢、大毎の一部 佐藤利子（大毎）
大毎の一部 加藤和彦（大毎）

全域
担当区域 氏名（町名・集落名）

村上南小学校区 小田加代子（南町二丁目）
村上小学校区 村山優子（寺町）
山辺里小学校区 田澤清子（天神岡）
岩船小学校区 佐藤八重子（岩船下大町）
瀬波小学校区 細野清子（羽下ケ渕）
旧上海府小学校区 長千惠子（大月）
荒川地域 川村三千男（藤沢）

村上地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

下相川、日下、小谷、 未定下山田、上山田
門前、赤沢、菅沼、大栗田 未定
鋳物師、袋、大関、高平 川内好（鋳物師）
岩船上大町、岩船下大町 東海林瞳（岩船下大町）
岩船上町 未定
岩船横新町、岩船中新町、
岩船縦新町、岩船新田町 船山康子（岩船横新町）
岩船上浜町、岩船下浜町 小田珠子（岩船上浜町）
岩船岸見寺町、岩船地蔵町、
岩船港町 丸山チカ子（岩船岸見寺町）
上の山 武藤淳子（上の山）
岩船北浜町、岩船三日市 渡邉忠良（岩船三日市）
八日市 工藤芽栄子（八日市）
瀬波上町 石井秀逸（瀬波上町）
瀬波中町、瀬波横町 小島佳紀（瀬波中町）
瀬波浜町、瀬波新田町、
松波町 遠山昭義（瀬波浜町）
学校町 鈴木伸美（学校町）
瀬波温泉一丁目、瀬波温泉二
丁目、瀬波温泉三丁目 小池勝三（瀬波温泉二丁目）
浜新田、松山、三面、
松山かみの 菅原実雄（村上）
下渡、羽下ケ渕、大平、
滝の前 相馬正喜（羽下ケ渕）
松原町一丁目、松原町四丁目 伊與部紀代子（松原町一丁目）
松原町二丁目、松原町三丁目、
松原町住宅 中園尚子（松原町二丁目）
緑町一丁目、緑町四丁目、
緑町五丁目 大場澤元美（緑町四丁目）
緑町二丁目、緑町三丁目 未定
岩ケ崎、大月 瀬賀成子（岩ケ崎）
野潟、間島 本間かよ（間島）
柏尾、吉浦 野佐喜子（吉浦）
早川、馬下 井上スミ（馬下）

荒川地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

羽ヶ榎、田島 榎本可世子（羽ヶ榎）
山口 市井栄吉（山口）
佐々木 佐藤美和子（佐々木）
名割、中倉 未定
金屋（上）、馬場 宮下藤夫（金屋）
金屋（中・下） 小池俊顕（金屋）
大津（上） 岩佐啓子（大津）
大津（下） 渡邉栄子（大津）
鳥屋 臼井幹夫（鳥屋）
長政、中野 安城春子（長政）
荒屋、両新 渡邊 幸（両新）
海老江 未定

神林地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

宿田 遠山一榮（宿田）
牛屋 長谷部善一（牛屋）
福田、赤松 田中洋子（福田）
北新保、長松 未定
塩谷4・5・6・7区 未定
塩谷1・2・3区 渡邊加代子（塩谷）
塩谷8区 増田二葉（塩谷）
南田中 大倉久美子（南田中）
牧目、九日市 森田和之（九日市）
松喜和、小口川、新飯田 未定
今宿、大塚、潟端、高御堂、
岩船駅前 未定

朝日地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

黒田 佐藤栄子（黒田）
中原 鈴木美保子（中原）
猿田、朝日中野、薦川 板垣裕子（朝日中野）
岩沢 高橋節子（岩沢）
寺尾、宮ノ下、下中島 渡邉正夫（下中島）
鵜渡路、上野 富樫浩平（鵜渡路）
川端、猿沢 齋藤利文（猿沢）
檜原 太田壽惠子（檜原）
板屋越 渡辺祐美子（板屋越）
塩野町 小田敦子（塩野町）
松岡、早稲田 富樫忠彦（早稲田）
原小須戸、本小須戸、荒沢 山賀幸雄（本小須戸）
大須戸 中山藤子（大須戸）
蒲萄 菅𠩤忠志（蒲萄）

山北地域
担当区域 氏名（町名・集落名）

北中、中津原 大滝眞智子（北中）
北黒川、荒川 斎藤誠（北黒川）
寝屋、鵜泊、碁石 松田保子（碁石）
勝木、間瀬 本間みつ子（勝木）
立島、下大蔵、長坂、
遠矢崎、板屋沢、垣之内 佐藤エツ子（立島）
北赤谷、下大鳥、北田中、
上大鳥 大滝良子（北田中）
浜新保、桑川、笹川 未定
今川、板貝 中村美惠子（今川）
脇川 未定
寒川の一部 斎藤裕美子（寒川）
寒川の一部、芦谷 藤原順二（寒川）
越沢 斎藤りえ子（越沢）

全域
担当区域 氏名（町名・集落名）

荒川地域 遠山栄子（金屋）
神林地域 佐藤宏文（有明）
神林地域 佐藤強平（塩谷）
朝日地域 大勝イク子（下新保）
朝日地域 鈴木信之（高根）
山北地域 板垣ちい子（碁石）
山北地域 菅原比都弥（寝屋）
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村上税務署からのお知らせ

確定申告は３密回避のため
e−Taxをご利用ください

問い合わせ 村上税務署　☎53−3141　　　e−Taxホームページ　https://www.e−tax.nta.go.jp

村上税務署では、所得税・個人消費税・贈与税の
確定申告会場を次のとおり開設します

会場
村上税務署　１階会議室
期間
２月１日㈬～３月15日㈬
　（土・日曜日、祝日を除く）
※�還付申告の申告相談は２月15日㈬以前にも受け
付けています
※�贈与税については、２月１日㈬以降、申告相談を
受け付けています
受付時間
午前８時30分～午後４時
※�相談は午前９時開始。午後４時前であっても相談
の受け付けを終了する場合があります

その他
・�会場への入場には「入場整理券」が必要です。入
場整理券は当日に配布となります。なお、国税庁
LINE公式アカウントを利用して事前発行も可能
です。
・�スマートフォンをお持ちの人は、確定申告会場に
おいて、基本的にスマートフォンを利用して申告
書を作成します。
・�確定申告会場に来場される際は、マスクを着用し、
少人数でお越しください。
・�入場の際に検温を実施します。咳・発熱などの症
状のある人は入場をお断りさせていただきます。
・�申告相談に従事する職員は、マスクやフェイス
シールドの着用、うがい、手洗い、手指の消毒を
徹底します。

　村上税務署の確定申告会場では、昨年に引き続き入場整理券方式を採用することで、会場の混雑緩和お
よび感染防止を図ります。
　また、会場に来場しなくてもご自宅でパソコンまたはスマートフォンからインターネットを通じて申告
手続きができるe−Taxも便利です。
　e−Taxのご利用について詳しくは、e−Taxホームページを
ご確認いただくか、村上税務署までお問い合わせください。

歌で思いを届ける！

出場者・観覧者を募集します
NHKNHKのど自慢のど自慢

　NHKと村上市では、「NHKのど自慢」を実施します。この番組は、“歌で思いを届ける！ ”をテーマに地
域のみなさんの元気な歌声を全国にお届けします。出場、観覧をご希望の方は、次の要領で申し込んでく
ださい。
日　　時
　４月２日㈰　開場：午前11時15分
　　　　　　　開演：午前11時50分
　　　　　　　終演予定：午後１時15分
　〈予選会〉４月１日㈯
　　　　　　　開会：正午
　　　　　　　結果発表：午後５時30分頃
　　　　　　　　　　　　予定（当日発表）
出演予定
　予選を通過した18組程度の皆さん
　〈ゲスト（敬称略）〉山内惠介 、Little Glee Monster
放送予定
　4月２日㈰　午後０時15分～１時
　＜総合・ラジオ第１・国際放送＞（生放送）
出場申込
【WEBの場合】https://www.nhk.or.jp/niigata/　　締切：２月15日㈬午後11時59分
【郵便往復はがき（私製を除く）】
　郵便往復はがき（私製を除く）に
　必要事項を記入の上、
　　〒951−8508（住所不要）
　　NHK新潟放送局
　　「NHKのど自慢」出場係
　に送ってください。
　　締切：２月15日㈬必着
観覧申込
【郵便往復はがき（私製を除く）のみ】
　郵便往復はがき（私製を除く）に
　必要事項を記入の上、
　　〒958−0000
　　村上市岩船3270番地
　　村上市民ふれあいセンター
　　「NHKのど自慢」観覧係
　に送ってください。
　　締切：３月２日㈭必着
※�出場および観覧申し込みにあたっての条件や注意事項につきましては、必ず、NHK新潟放送局のホーム
ページをご覧ください
　ご応募の際にいただいた個人情報は、抽選結果のご連絡、今回のイベントに関連した放送・コンテンツ配信のご案内、アンケートのお
願い、「受信料の窓口サイト」のご紹介、受信料のお願いに利用させていただきます。ご提供いただいた個人情報については、利用目的が
達成され次第、遅滞なく消去いたします。NHKの個人情報の取り扱いについては、「受信料関係分野プライバシーポリシー」および「NHK
イベント・インフォメーションにおける個人情報保護について」をご確認ください。

問い合わせ

会　　場
　市民ふれあいセンター　大ホール

Little  Glee  Monster山内惠介

【出場】NHK新潟放送局
　　　　・☎025−230−1616
　　　　　（土・日曜日、祝日を除く午前10時～午後６時）
　　　　・ホームページ　https://www.nhk.or.jp/niigata/

【観覧】村上市民ふれあいセンター
　　　　・☎0254−52−0201（午前９時～午後５時）
　　　　・ホームページ　http://r.goope.jp/fureai

≪国税庁 LINE アカウントはこちらから≫
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マイナンバーカードで証明書のコンビニ交付が始まります大学生や専門学生を養育する保護者に支援金を支給します

神林いこいの家を売却します

市内の災害状況（令和４年）をお知らせします

子育て世帯生活支援特別給付金の申請を受け付けています

２月15日からスタート物価高騰の負担軽減

市有地（建物付き）の売却情報

大切な命を火災や交通事故から守りましょう

申請はお済みですか？

問い合わせ 市民課市民年金室　☎53−2111（内線2210） 記事 ID 0052907問い合わせ 市民課自治振興室　☎53−2111（内線5111） 記事 ID 0071800

問い合わせ 財政課財務管理室　☎53−2111（内線3223） 記事 ID 0043306

問い合わせ 消防本部総務課　☎53−7221

問い合わせ こども課子育て支援室　☎53−2111（内線2552） 記事 ID 0060960

市内で利用できる店舗
・セブンイレブン
・ローソン
・イオン
利用時間
午前６時30分～午後11時
（ただし、店舗の営業時間内）

交付できる証明書と発行手数料

証明書の種類 手数料 備考
住民票の写し 200円 マイナンバー入りは交付できません
印鑑証明書 200円 印鑑登録のある方に限ります
戸籍謄本・戸籍抄本 350円 現在の戸籍のみ交付できます
戸籍の附票 200円 現在の戸籍の附票のみ交付できます

所得・課税証明書 200円 最新年度のみ交付できます
（年度切替にご注意ください）

※手数料は市役所窓口での価格より100円安くなっています
※村上市外に住民登録のある方の戸籍関係証明書は事前登録が必要となります

対象
以下の要件を全て満たす方
①�平成16年４月１日以前に生まれた大学生など
　（※１）の学生を養育する保護者
②�村上市の住民基本台帳に令和４年１月1日から申
請日まで、継続して登録されている保護者
③�村上市大学生等生活応援支援金（※２）を受給
していない大学生などの保護者
　 ※１：�大学、大学院、短期大学、高等専門学校、

専修学校、職業能力開発校、予備校など
に在学する学生（高等専門学校の１～３
年生を除く。学生でありながらその身分
が「国家公務員」となり、給料が支給さ
れる特定の大学校｟海上保安学校や防衛
大学校など｠の学生は含まない）

売却方法
一般競争入
入札会場
市役所本庁５階　第４会議室
入札参加資格
日本国内に住民登録をしている個人および日本国
内で法人登録をしている法人

入札日
４月３日㈪

ひとり親世帯分
【支給対象・所得要件】
①�公的年金などの受給により、令和４年4月分の児
童扶養手当が支給停止となっている方または児
童扶養手当の認定請求をしても支給停止になる
と想定される一定の収入以下の方
②�新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変
し、令和２年2月以降の任意の月の収入×12カ月
の金額が児童扶養手当支給制限額未満まで減少
している方

利用できる方
・15歳以上で村上市に住民登録のある方
・�村上市に本籍がある方でマイナンバーカード
をお持ちの方

　※�マイナンバーカードは「利用者証明用電子証
明書」の暗証番号が必要となります

　※�「利用者証明用電子証明書」の付与や暗証番
号の再設定は本庁・支所で手続きができます

　※２：�今回の保護者を対象とした支援金と並行
して、新潟リハビリテーション大学や新
潟看護医療専門学校村上校の学生本人を
対象とした支援金（１人につき２万円）の
事業も行っています

支援金額
養育する大学生など１人につき５万円
申込方法
　申請書類を窓口に持参または郵送、
メールで送付してください。
〒958-8501（住所不要）
市民課自治振興室 宛て
jichi-j@city.murakami.lg.jp
申込期限
２月28日㈫※消印有効

参加申し込み期限
３月20日㈪　午後５時
その他
　詳しくは、財政課にある入札説明書をご覧くだ
さい。また、入札説明書や申込書などは市ホーム
ページからダウンロードできます。

ひとり親世帯以外の子育て世帯分
【所得要件】
①�令和４年度課税における市町村民税均等割が非
課税となっている方
②�新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変
し、令和４年１月以降の任意の月の収入×12カ
月の金額が非課税限度額未満まで減少している
方
【支給対象】
①�令和４年５月分から令和５年３月分までの児童
手当または特別児童扶養手当を新たに受給し始
めた方および受給対象児童が増えて増額改定と
なった方
②�公務員で、職場から児童手当を受給している方
③�児童手当の受給期間は終了したが、18歳（高校
卒業の年度末）までの子を養育している方

●�お近くのコンビニ・
　スーパーで
●早朝から深夜まで
●市役所窓口より安く

※対象者ごとの支給要件や申請方法の詳細については、市ホームページをご確認ください

支給金額
児童１人につき５万円

申請期限

２月28日㈫

　コロナ禍でエネルギー・食料品価格などの物価が高騰する中、大学生などを養育する村上市在住の保護
者で、一定の要件を満たす方に対して生活の負担軽減を目的とした支援金を支給します。

施設名：神林いこいの家（令和５年３月31日施設廃止予定）

№ 所在地 土地 建物 最低価格現況地目 実測面積 構造 建物延床面積
１ 村上市上助渕1232番１ 宅地 1,496.82㎡ 木造２階建て 493.65㎡ 998万円

　令和４年中の市内の火災件数は16件で、前年より
３件増加しました。
　火災種別では、建物火災10件、車両火災３件、そ
の他火災３件で、うち、死者が発生した火災は２件
です。大切な命を守るため、住宅用火災警報器の設
置をお願いします。
　救急出動件数は2,913件で、前年より209件増加
しました。主な内訳は、急病1,877件、一般負傷

425件、交通事故107件などです。
　救助出動件数は64件で、前年より20件増加しま
した。
出動種別 令和２年 令和３年 令和４年

火災 19件 13件 16件
救急 2,578件 2,704件 2,913件
救助 30件 44件 64件
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お知らせ
「くらし」「もよおし」「相談」
など、さまざまな情報をお届け

新型コロナウイルス感染症の状況
により、中止や延期、内容を変更
する場合があります。

今月の市税などの納期限
２月28日㈫

・国民健康保険税　　　　第８期
・介護保険料　　　　　　第８期
・後期高齢者医療保険料　第11期　

く
ら
し

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）の
訓
練
放
送
が
行
わ
れ
ま
す

記
事
ID　
０
０
３
４
３
９
２

　

緊
急
時
（
地
震
や
津
波
、
武
力
攻

撃
な
ど
）
の
放
送
が
確
実
に
行
わ
れ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
訓
練
放
送

が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
防
災
行
政
無
線
や
告

知
端
末
か
ら
次
の
内
容
で
放
送
が
流

れ
ま
す
。

【
放
送
内
容
】

　

♪
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
広
報
む
ら

か
み
で
す
。」
♪

時
２
月
15
日
㈬　
午
前
11
時

問
総
務
課
危
機
管
理
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
３
１
４
２
）

子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
対
策
支
援
金

の
申
請
期
限
は
２
月
17
日
㈮
で
す

記
事
ID　
０
０
７
１
９
９
０

　

対
象
者
に
は
12
月
中
旬
以
降
に
案

内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
室

　
（
☎
75
‐
８
９
３
９
）

春
休
み
期
間
中
の
学
童
保
育
所
利
用

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

記
事
ID　
０
５
５
０
４
６
７

時
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　
※
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

対
日
中
、
自
宅
に
保
護
者
な
ど
が
い

な
い
市
内
の
小
学
生

￥
５
０
０
０
円
（
月
額
１
人
）

　

※�

月
の
途
中
入
所
・
退
所
の
場
合

は
日
数
に
応
じ
た
利
用
料
と
な

り
ま
す

対
20
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
人

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　

月
額　

１
万
４
８
５
０
円

対
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
著
し
い
重
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
児
童

他
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な

ど
が
な
い
場
合
で
も
申
請
で
き
ま

す
が
、
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ
て

は
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

申
福
祉
課
福
祉
政
策
室
（
市
役

所
本
庁
内
２
３
２
２
）
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室

保
険
税
（
料
）
の
減
免
申
請
は
お
済

み
で
す
か

記
事
ID　
０
０
５
２
５
６
７

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
の
減
少
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
保
険
税

（
料
）
が
減
免
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
３
月
31
日
㈮

対
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
５
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
が

　

※�

別
途
、
お
や
つ
代
が
か
か
り
ま

す

問 

申
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
こ
ど
も

課
子
育
て
支
援
室
（
市
役
所
本
庁

内
２
５
５
２
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
課
地
域
福
祉
室

令
和
５
年
度
就
学
援
助
の
申
し
込
み

に
つ
い
て

記
事
ID　
０
０
５
４
４
９
３

申
請
期
限　
２
月
28
日
㈫

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

申
請
日
に
よ
っ
て
認
定
後
の
援
助

額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
や
支
給
対

象
外
と
な
る
援
助
費
目
が
あ
り
ま

す
対
経
済
的
に
お
困
り
で
小
・
中
学
生

が
い
る
世
帯

　

※�

令
和
４
年
分
の
世
帯
所
得
が
市

の
定
め
る
基
準
額
以
下
の
世
帯

他
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、児
童
・

生
徒
に
配
布
す
る
お
知
ら
せ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
教
育
総
務
室

　
（
☎
72
‐
６
８
８
２
）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
８
５
８
９

支
給
月　
２
・
５
・
８
・
11
月

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　

月
額　

２
万
７
３
０
０
円

到
来
す
る
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料

他
減
免
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

申
税
務
課
保
険
税
係

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
１
５
１
）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
減
免
制
度

の
お
知
ら
せ

記
事
ID　
０
０
７
０
７
９
３

　

障
が
い
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

で
、
一
定
の
障
が
い
等
級
に
該
当
す

る
方
や
車
い
す
用
等
構
造
変
更
車
両

を
所
有
・
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
る
方
は
申
請
が
必
要

温泉施設入浴助成券の利用期限は
３月31日㈮です

　特定健診や健康診査を受けた人へ交付して
いる「温泉施設入浴助成券」の利用期限が迫っ
ていますので、期限までにご利用ください。
　また、令和４年11月以降に下記の健診を受
診した人は、利用期間内に助成券を交付できない場合があ
りますので、お手数でも、窓口で申請を行ってください。

申請窓口　　�保健医療課国保室または各支所地域振興課地
域福祉室

必要なもの　保険証や領収書、健診結果など

健診の種類 温泉施設入浴助成券の交付方法

施設健診、個別健診、
人間ドック（市で実施）

医療機関から市に健診結果が届い
た人へ、健診受診月の１～３カ月
後に郵送で交付

人間ドック
（市以外で実施） 窓口で申請した方に交付

■問保健医療課国保室（市役所本庁内2410～2413）

〈有料広告〉

と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
減
免
を
受

け
た
方
（
家
族
運
転
お
よ
び
介
護
者

運
転
を
除
く
）
に
は
、
２
月
中
旬
以

降
に
減
免
継
続
の
た
め
の
案
内
文
書

を
送
付
し
ま
す
。
承
認
さ
れ
た
内
容

に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
申
請
書
類

を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

申
税
務
課
収
納
対
策
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
１
３
２
）

家族葬ホールもございます（20名まで）

〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉

社
会
体
育
団
体
の
認
定
期
間
は
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
で
す

記
事
ID　
０
０
５
５
３
２
７

　

令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
社
会
体

育
団
体
の
認
定
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
団
体
の
申
請
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

申
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進

室
（
☎
53
‐
５
１
２
２
）

税に関する無料相談会
　２月23日（木・祝）は税理士記念日です。これに合わせ、税理士
が不動産所得や相続税などの相談に応じます。
■時２月22日㈬　午前10時～午後４時
■場各税理士事務所
■申事前に相談を希望する税理士事務所に申し込んでください。
■他秘密は固く守られます。

事務所 電話番号 所在地
伊藤三五郎　税理士事務所 64−1486 関川村大字下関12番地２
小田　健司　税理士事務所 75−5558 三之町12番９号
加藤　　明　税理士事務所 62−7688 勝木546番地
金子　　謙　税理士事務所 53−2218 田端町13番19号
宍戸由喜夫　税理士事務所 56−7708 岩船駅前21番２号
鈴木　信嘉　税理士事務所 52−3326 羽黒口10番31号
税理士法人　村山会計グループ 53−2620 山居町二丁目５番26号
■問関東信越税理士会村上支部　☎52−3326

記事ID　0063245
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各
選
挙
の
投
票
日
が
決
ま
り
ま
し
た

記
事
ID　
０
０
４
２
２
１
６

【
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

　

投
票
日　

４
月
９
日
㈰

　

告
示
日　

３
月
31
日
㈮

【
市
長
選
挙・市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
】

　

投
票
日　

６
月
11
日
㈰

　

告
示
日　

６
月
４
日
㈰

他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
市
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
市
役
所
本
庁
内
４
２
２
１
）

三
な
い
運
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？�

�

～
寄
附
の
禁
止
～

記
事
ID　
０
０
０
３
７
８
９

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有

権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を

求
め
る
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
三
な
い
運
動
・

贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！
受
け
取
ら

な
い
！
」
で
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
き

れ
い
な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な
い

政
治
の
実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
寄
附
に
該
当
す
る
行
為
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
市
役
所
本
庁
内
４
２
２
１
）

国
民
年
金
保
険
料
は
ま
と
め
て
支
払

う
こ
と
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
分
、

１
年
分
、
半
年
分
を
ま
と
め
て
口
座

振
替
す
る
と
割
引
さ
れ
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月

末
ま
で
に
申
込
書
を
年
金
事
務
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
書
は
、
年
金
事
務
所

や
市
民
課
、
各
支
所
市
民
生
活
室
の

ほ
か
金
融
機
関
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

問
新
発
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８
）

ま
た
は
市
民
課
市
民
年
金
室
、
各

支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
室

海
の
事
件
・
事
故
や
見
慣
れ
な
い
船

を
見
か
け
た
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い

　

冬
場
の
海
岸
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
漂

流
物
が
打
ち
あ
が
り
ま
す
。中
で
も
、

外
国
か
ら
と
思
わ
れ
る
木
造
船
や
そ

の
一
部
が
多
く
目
撃
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
木
造
船
に
は
、
船
内
に
危

険
な
も
の
を
積
ん
で
い
た
り
す
る
な

ど
大
変
危
険
で
す
。
こ
の
よ
う
な
漂

着
物
を
発
見
し
た
場
合
は
近
づ
か
な

い
で
、局
番
な
し
の
「
１
１
８
番
（
海

上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
）」

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
通
報
す
る
際
は
、
い
つ
・

８
０
）

募
集

第
10
弾　
新
潟
む
ら
か
み
学
生
応
援

便　
あ
な
た
に
ま
ご
こ
ろ
届
け
隊

記
事
ID　
０
０
５
３
６
１
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

続
く
中
、大
学
な
ど
の
卒
業
を
控
え
、

新
生
活
に
向
け
て
頑
張
る
本
市
出
身

の
学
生
に
対
し
、
カ
タ
ロ
グ
の
中
か

ら
市
の
特
産
品
な
ど
を
１
つ
お
送
り

し
ま
す
。

対
令
和
５
年
３
月
に
大
学
や
専
門
学

校
の
卒
業
を
予
定
し
て
い
る
本
市

出
身
の
学
生

申
２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫
の
間
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
自
治
振
興
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
５
１
１
１
）

令
和
５
年
度　
医
学
生
修
学
資
金
貸

与
制
度
の
修
学
生
を
募
集
し
ま
す

記
事
ID　
０
０
４
６
６
３
３

貸
与
期
間　
令
和
５
年
４
月
か
ら
最

長
６
年
間

応
募
期
限　
３
月
13
日
㈪

他
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
保
健

医
療
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
地
域
福
祉
室
で
配
布
し
て
い
る

応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

申
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
４
３
１
）

市
町
村
立
学
校
の
臨
時
教
職
員
の
登

録
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　

小
・
中
学
校
の
正
規
教
職
員
に
欠

員
が
生
じ
た
場
合
に
、
登
録
者
の
中

か
ら
採
用
し
ま
す
。登
録
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
「
下
越
教
育
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
簡
単
に
登

録
で
き
ま
す
。

募
集
職
種　
講
師
、
養
護
助
教
諭
、

栄
養
士
、
事
務
員

応
募
資
格　
勤
務
を
希
望
す
る
校
種

や
教
科
な
ど
の
教
員
免
許
状
を
所

有
ま
た
は
栄
養
士
免
許
証
を
所
有

す
る
こ
と（
事
務
員
は
資
格
不
要
）

問 

申
下
越
教
育
事
務
所
学
校
支
援

第
１
課
（
☎
０
２
５
４
‐
27
‐
９

１
６
５
）も

よ
お
し

縄
文
の
里
・
朝
日�

家
庭
で
作
れ
る
味
噌
づ
く
り
体
験

時
３
月
２
日
㈭　
午
後
１
時
～
３
時

場
縄
文
の
里
・
朝
日

定
８
人
（
先
着
順
）

￥
６
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
ッ
パ
（
１

㌔
の
み
そ
が
入
る
大
き
さ
）

問 

申
２
月
26
日
㈰
ま
で
に
縄
文
の

里
・
朝
日
（
☎
72
‐
１
５
７
７
）

〈有料広告〉

ど
こ
で
・
何
が
あ
っ
た
な
ど
落
ち
着

い
て
伝
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
新
潟
海
上
保
安
部
管
理
課

　
（
☎
０
２
５
‐
２
４
７
‐
０
１
３
７
）

一
般
家
屋
の
解
体
な
ど
の
際
は
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

　

建
設
産
業
で
は
、
再
生
で
き
る
建

設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
木

材
な
ど
）
の
分
別
解
体
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
般
家
屋
の
解
体
な
ど
の
際
は
、
業

者
に
適
正
な
分
別
解
体
・
再
資
源
化

を
促
す
な
ど
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
北
陸
地
方
整
備

局
内
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
８
８

〈有料広告〉〈有料広告〉 〈有料広告〉

案件名 村上市デジタルトランスフォーメーション
（DX）推進方針【第2.0版】（案）

募集期間 ２月１日㈬～21日㈫

概要
本市におけるICTの活用により、市民の誰
もが必要とするサービスを享受でき、さま
ざまな生活の場面で向上的変化がもたらさ
れることを目指すための方針です。

計画書の閲覧・
意見書の
入手方法

企画戦略課デジタル化推進室または各支所
地域振興課総務管理室
※�市ホームページでも閲覧・ダウンロード
できます

その他
意見書の提出方法など詳しくは、市ホーム
ページをご覧になるかお問い合わせくださ
い。

問い合わせ 企画戦略課デジタル化推進室
（市役所本庁内3831）

■時２月22日㈬　午後１時30分～３時30分
■場マナボーテ村上２階
■￥無料
■対認知症の方やその家族、認知症に関心のある人など
■申不要
■他入室前に体調などを確認させていただきます。
■問介護高齢課地域包括支援センター
　（市役所本庁■内3431）

かたるんカフェ（認知症カフェ）で気軽に語り
合いませんか 記事ID　0035578

教育情報センター　情報ひろば
プラネタリウム
時２月11㈯・26日㈰
　　①午前11時　②午後１時30分
　　③午後３時
￥�大人（高校生以上）200円
　小人（小学生以上）100円
　小学生未満は無料
問教育情報センター（☎53−7511）

読み聞かせ日程

【中央図書館】
■時２月７日㈫・11日㈯・18日㈯　午前11時～
「みんなで楽しむおはなしの会」
■時２月19日㈰　午後１時30分～３時30分
■場荒川地区公民館　多目的ホール
■問荒川地区公民館（☎62−3050）
雑誌付録プレゼントのお知らせ
　中央図書館の雑誌の付録を抽選でプレゼントし
ます。
応募期間　２月１日㈬～28日㈫
応募方法　�「図書館通信２月号」裏面の応募用紙に

必要事項を記入のうえ、市内図書館（室）
に提出してください。

発　　表　３月以降に当選者へ連絡します。
そ の 他　�詳しくは「図書館通信２月号」または、

図書館ホームページをご覧ください。
■問中央図書館（☎53−7511）

パブリックコメント
皆さんのご意見をお聞かせください

記事ID　0055040
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持 持ち物 申 申し込み 問 問い合わせ 内 内線 F  FAX 他 その他

令
和
４
年
度
い
わ
ふ
ね
の
森
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー

　

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源

の
適
切
な
管
理
に
向
け
た
講
演
で

す
。

時
２
月
17
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

　
［
受
付
］　

午
後
１
時
～

場
総
合
文
化
会
館

講
演
内
容
・
講
師

・「
青
葉
組
の
設
立
と
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
」

　

㈱G
REEN FO

RESTERS

　

代
表
取
締
役　

中
井
照
大
郎　

氏

・「
持
続
的
な
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
を
目
指
し
て
」

　

下
越
森
林
管
理
署
村
上
支
署

　

支
署
長　

金
子
里
志　

氏

￥
無
料

申
不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
新
潟
北
部
地
域
林
業
振
興
協
議
会

（
☎
62
‐
７
０
８
８
）

荒
川
地
区
囲
碁
将
棋
大
会

時
３
月
５
日
㈰　
午
前
９
時
～

場
荒
川
地
区
公
民
館

内
容

【
囲
碁
】
有
段
者
の
部
、
一
般
の
部

【
将
棋
】�

有
段
者
の
部
、一
般
の
部
、

子
ど
も
の
部

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

￥
無
料

問 

申
２
月
24
日
㈮
ま
で
に
荒
川
地

区
公
民
館
（
☎
62
‐
３
０
５
０
）

ま
た
は
囲
碁
は
（
佐
藤
☎
62
‐
２

４
８
９
）、
将
棋
は
（
大
滝
☎
62

‐
５
７
１
７
）相

談

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
の
無
料

相
談
月
間

　

毎
年
２
月
の
１
カ
月
間
、
相
続
登

記
に
つ
い
て
県
内
各
司
法
書
士
事
務

所
で
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
相
続
登

記
が
義
務
化
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務

所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

　

※
各
事
務
所
執
務
時
間
内

場
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

他
土
・
日
曜
日
や
祝
日
に
相
談
を
希

望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
相
談
先

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
県
司
法
書
士
会
（
☎
０
２
５

‐
２
４
４
‐
５
１
２
１
）

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
（
一
般
職
業
適
性
検
査
）

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

自
分
の
能
力
と
職
業
の
適
性
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
無
料
の
検
査
で
、

結
果
は
個
別
に
説
明
し
ま
す
。

時
２
月
21
日
㈫
、
３
月
20
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
上

対
15
～
49
歳
ま
で
の
就
職
を
目
指
し

て
い
る
人

定
４
人
（
先
着
順
・
予
約
制
）

他
資
料
請
求
（
無
料
）
だ
け
で
も
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

申
事
前
に
下
越
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
村
上
常
設

サ
テ
ラ
イ
ト（
☎
50
‐
１
５
５
３
）

小
・
中
学
校
の
就
学
指
定
校
の
変
更
を

お
考
え
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

記
事
ID　
０
０
５
６
２
３
１

　

市
で
は
、
住
所
に
よ
り
就
学
校
を

指
定
し
て
い
ま
す
が
、
家
庭
の
事
情

な
ど
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に

は
、
就
学
指
定
校
の
変
更
を
認
め
て

い
ま
す
。
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
教
育
総
務
室

　
（
☎
72
‐
６
８
８
２
）

ス
ポ
ー
ツ

希
楽
々
春
の
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

時
３
月
12
日
㈰

［
受
付
］
午
前
８
時

場
神
林
総
合
体
育
館

定
32
チ
ー
ム

￥
１
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

申
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
希
楽
々

　
（
☎
66
‐
８
１
１
９
）

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

団
員
募
集

時
各
単
位
団
の
活
動
日
に
見
学
・
体

験
が
で
き
ま
す
。

　

※��

時
間
は
各
単
位
団
の
活
動
時
間

に
行
い
ま
す

場
各
単
位
団
の
活
動
場
所

対
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
興
味
の
あ
る

方
問 

申
愛
ラ
ン
ド
あ
さ
ひ

　
（
☎
72
‐
１
４
４
５
）

 メール
¥  参加費

〈有料広告〉

時 とき省略記号 期 期間 場 ところ 講 講師 対 対象 定 定員

区分 市内事業者 市外事業者

通常枠

１回分 　8,000円 10,000円
４月１日号～９月15日号
連続掲載（12回分） 84,000円 108,000円

10月１日号～３月15日号
連続掲載（11回分） 77,000円 99,000円

合併枠 １回分 20,000円 25,000円
カラー枠 １回分 50,000円 65,000円

市報むらかみ有料広告
掲載者を募集中です 記事ID　0042114

問
い
合
わ
せ
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
0
〜
２
４
４
３
）

記
事
ID
０
０
６
７
９
５
９

介
護
予
防
は
高
血
圧
予
防
か
ら
！

脳
血
管
疾
患
の
最
大
の

危
険
因
子
は
高
血
圧
で
す

健
康
啓
発
シ
リ
ー
ズ
㊷

　

脳
血
管
疾
患
は
、
高
血
圧
の
状
態
が
続
く

こ
と
で
動
脈
硬
化
が
進
行
し
発
症
し
ま
す
。

そ
し
て
、
脳
血
管
疾
患
に
な
る
と
、
片
麻
痺

や
言
語
障
が
い
、
さ
ら
に
は
認
知
機
能
の
低

下
な
ど
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
要
介
護
状

態
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

村
上
市
の
介
護
保
険
認
定
者
と
脳
血
管
疾

患
の
関
係

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
村
上
市

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
で
、
令
和
３
年
に
脳
血
管
疾
患
と
診
断

さ
れ
て
い
る
方
の
割
合
は
32
・
１
％
で
し
た
。

　

新
規
に
介
護
保
険
を
申
請
し
た
理
由
を
み

る
と
、
脳
血
管
疾
患
は
常
に
上
位
【
表
１
】

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
度
が
高

く
な
る
ほ
ど
脳
血
管
疾
患
の
診
断
を
さ
れ
て

い
る
割
合
が
高
い
【
表
２
】
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
年
齢
別
で
は
若
い
世
代
（
特
に

働
き
世
代
）
ほ
ど
脳
血
管
疾
患
と
診
断
さ
れ

て
い
る
方
の
割
合
が
高
く
【
表
３
】
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
脳
血
管
疾
患
を

発
症
し
な
い
よ
う
高
血
圧
予
防
が
大
切
と
い

え
ま
す
。

　

�

介
護
予
防
は
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と

　

高
血
圧
は
、
生
活
習
慣
や
遺
伝
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
発
症
し
ま
す
。
発

症
し
て
も
、
食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣
を

整
え
、
血
圧
の
自
己
測
定
や
定
期
的
な
受
診

に
よ
り
、
血
圧
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
脳

血
管
疾
患
な
ど
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

市
で
は
自
動
血
圧
計
の
貸
し
出
し
や
、
必

要
な
方
に
は
血
圧
手
帳
の
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
保
健
師
・
栄
養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【表1】新規要介護認定申請理由
令和元年 令和２年 令和３年

総数 864人 863人 878人

１位
認知症
137人

（15.90%）

認知症
200人

（23.80%）

認知症
175人

（19.90%）

２位
脳血管疾患
93人

（10.80%）

脳血管疾患
104人

（12.40%）

脳血管疾患
130人

（14.80%）

３位
骨折・転倒
90人

（10.40%）

骨折・転倒
103人

（12.30%）

骨折・転倒
103人

（11.70%）

70.0%

60.0%

50.0%

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0
50代以下 60代 70代 80代 90代以上

40.0%
35.0%
30.0%
25.0%
20.0%
15.0%
10.0%
5.0%
0
要支援 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

【表3】年代別の脳血管疾患既往者の割合 【表2】要介護度ごとの脳血管疾患既往者の割合

【国保データベースより】 【国保データベースより】

【村上市福祉と健康より】
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…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中 記事 ID 0055297

12/27

1/8

1/12

1/15

1/11

1/7ほか

1/12 県内の農家を代表して献穀者に選出
令和４年度新

に い

嘗
な め

祭
さ い

で佐
さ

藤
と う

裕
ゆ う

介
す け

さん（鋳物師）が粟
あ わ

を献穀

一年間の無火災を祈念
村上市消防出初式（教育情報センター）

今年の干支「卯」を繭でクラフト
繭クラフトの作品展示（朝日シルクフラワー製作工房）

無限なる挑戦は続く
開志国際バスケットボール部総監督 富

と

樫
が し

英
ひ で

樹
き

氏講演会（情報センターほか）

お正月の伝統や遊びを楽しく学びました
新年子ども会（向ヶ丘保育園）

今年１年の健康を願って
賽の神行事（市内各地）

大変だけど、だから美味しい
雪下野菜の収穫（中原地内）

　令和４年度新嘗祭で、佐藤裕介さんが
新潟県内の農家を代表して献穀者に選ば
れ、生産した粟を天皇陛下に献穀されま
した。　
　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、皇居での献納式は行われず献穀のみ
の対応でしたが、この度、新潟県より献
穀受納に対する伝達書と賜り物（盃）を
受け取りました。

　村上市消防出初式が執り行われ、分列行進と車両パレー
ドでは、村上市消防団大竹団長を先頭に、各地域の方面
隊や消防団広報指導分団「つくし隊」による行進が行わ
れました。
　その後、情報センター内で行われた式典では、大竹団
長より「我々消防団は地域の安全・安心を守る使命の下、
日頃から地域に密着しながら、歩み続けてまいります」
と年頭のあいさつがありました。

　朝日シルクフラワー制作工房では、毎年12月半ばから
朝日地域の特産である繭を使い、新年の干支が作られて
います。飾り物にするにはちょうど良いサイズであるこ
とから、来訪者にも人気があります。
　これからの時期は、朝日地域の保育園や小中学校で卒
園や卒業式で身に着けるコサージュ作りが行われ、講師
を担う朝日シルクフラワー制作工房は旅立ちの春に向け、
ますます活躍するシーズンを迎えます。

　昨年12月に開催されたウインターカップで優勝
した開志国際高等学校バスケットボール部総監督
の富樫英樹氏による指導者向け講習会がパルパー
ク神林で、講演会が情報センターで行われました。
　講習会には市内の中学校バスケットボール部の
生徒と指導者が集まり、ハンドリングなどの基本
動作を指導していただきました。会場には本市出
身の相馬選手を含めた優勝メンバー５人も駆けつ
け、生徒たちを指導してくれました。「日本一」の
指導を受けた生徒たちは緊張した面持ちでしたが、
サインをもらうなど、記念に残る一日を過ごしま
した。

　講演会では、富樫監督の学生時代の生活や指導
者としての経歴の中で苦労した点など、ユーモラ
スで軽快なトークが繰り広げられ、会場の笑いを
誘い和やか雰囲気でした。
　この日のために多くの質問が寄せられ、その中
の「強い相手に挑むモチベーションは」の質問に
富樫監督は、「目標設定が大事。負けてもすべての
試合から学ぶことができる。そこから立ち上がっ
ていく人が勝利者である」と話し、スポーツを楽
しみながらも、日々の生活面からの心がけが大事
だと語りかけていました。

　向ヶ丘保育園でお正月の伝統や遊びを学ぶ新年子ども
会が行われ、園児たちは正月飾りの鏡餅やしめ縄を見た
り、お年玉の由来や十二支のお話しを聞き、お正月につ
いて知ることができました。
　会の後半には、今年も一年間、子どもたちが健康に過
ごせるようにと、先生手作りの獅子舞が登場。積極的に
頭を噛んでもらう園児もいれば、中にはちょっぴり怖く
て離れて見ている園児の姿も。新年初の行事をみんなで
楽しく過ごしました。

　新年の恒例行事で、今年１年の無病息災を祈念する「賽
の神」が村上市内の各地で開催され、多くの人が参加し
ました。
　正月飾りや古いお札などを燃やした火で焼いたスルメ
や餅を食べる事で、１年を健康で過ごせると言われるこ
の行事。寝屋集落の「賽の神」に参加した子どもたちは「熱
い、熱い」と言いながら、竹竿での餅焼きなどを楽しみ
ました。

　中原地内にある農園で、雪を掘りながらニンジンとカ
ブの収穫が行われていました。
　秋から収穫が始まる野菜は、鮮度の良い状態でお客さ
まに届けるため、一度に掘り上げず、出荷に合わせて定
期的に収穫されています。
　雪を掘りながらの大変な作業を行っていた農園のご夫
婦は「皆さんに美味しいと言ってもらえると励みになる」
と話し、地場産の食材をぜひ試してもらいたいと語って
いました。

▲教育情報センター前での分列行進と車両パレード

▲かわいい作品が他にもたくさんあります

▲「日本一」の指導を受ける生徒たち▲目標設定の大事さを伝える富樫監督

▲餅焼きなどを楽しむ子ども達

▲雪に覆われた広い農園での収穫

▲獅子舞に興味津々な園児たち

▲伝達書と盃を受け取った佐藤さん
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令
和
３
年
度
、
市
で
は
、
22
件
の
高
齢
者

虐
待
通
報
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
15
件
が
虐
待

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
、

家
庭
内
で
発
生
し
て
お
り
、
同
居
の
家
族
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
虐
待
が
起
こ
る
背
景
に
は
、
介
護

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
、
虐
待
発
生
前
か
ら
の

家
族
関
係
、
経
済
的
な
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
が
認
知

症
の
場
合
は
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
難

し
く
、
介
護
す
る
側
の
負
担
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
も「
家
族
の
問
題
だ
か
ら
」と
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
思
い
悩
ん
で
い
る
ケ
ー

ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

が
普
段
か
ら
声
を
か
け
あ
っ
た
り
、
見
守
り

を
意
識
す
る
こ
と
で
、
虐
待
を
未
然
に
防
い

だ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

表
の
「
見
守
り
サ
イ
ン
」
を
参
考
に
「
あ
れ
、

何
か
お
か
し
い
な
」「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と

思
っ
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
声
か
け・見
守
り
が
、早
期
発
見・早
期
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す

２
月
は
高
齢
者
見
守
り
月
間　
地
域
の
ち
か
ら
で
高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
２
）

記
事
ID
０
０
３
５
４
９
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

村上市食材PRプロジェクト
こちらで村上の食材を紹介しています。

アンコウのフライ
【材料（2人分）】 ☆＝村上の食材

季節の魚でアレンジを！

☆アンコウ････････200㌘
　ししとう･･････････4 本
　醤油･･････････大さじ１
　酒･････････大さじ1/2
　砂糖･･･････大さじ1/2

しょうが汁････小さじ1/2
片栗粉･･･････ 1/4カップ
揚げ油････････････ 適量
レモン･････････････ 適量

① �アンコウは食べやすく切り、醤油、酒、砂糖、しょうが
汁を絡めて10分程おく。ししとうは切り目を入れてお
く。

② �①のアンコウの水気をペーパータオルで拭き、全体に
片栗粉をまぶす。

③ �揚げ油を170℃に熱し、②を入れて、時々箸で返しな
がら4～5分、表面がカリッとなるまで揚げる。ししとう
は素揚げにする。

④ 器に盛りつけ、くし切りにしたレモンを添える。

シリーズ㉟

私が輝く職
と こ ろ

場

　地元で働きたいという理由で入社した、
産休・育休を経て職場復帰したなど、社会
進出した女性従業員を紹介しています。

竹
たけ

田
だ

みゆき さん
（府屋/42歳）

地元の様子を見続けられ、 
直接貢献できる嬉しさを感じています

　今月は平成17年に設立し「いつでも・どこ
でも・だれでも、支え合いのまちづくり」をモッ
トーに、学童保育所や子育て支援センターの
運営、買い物支援や話し相手などの生活支援
の事業を行っている特定非営利法人おたすけ
さんぽくを訪問。今回は地域の皆さんの後押
しをしたいとの思いで、令和４年６月から勤
め始めた竹田さんにお話を伺いました。

NPO法人
おたすけさんぽく
（勝木730番地）
☎77−3999
https://otasuke-
sanpoku.org/

Ｗ

入
職
の
き
っ
か
け
は

　

介
護
職
を
す
る
中
で
、
自
分
の
親
が
も
っ
と

高
齢
に
な
っ
た
時
ど
ん
な
生
活
に
な
る
の
か

常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。
集
落
も
若
い
人
が
少

な
く
、
集
落
内
の
維
持
管
理
も
大
変
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
車
の
運
転
を
や
め
る
時
が
来
た

ら
？
認
知
症
に
な
っ
た
ら
？
家
屋
の
維
持
管
理

は
？
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
る
中
で
、
こ
の
法
人

の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
後
押
し
を
で
き
る
仕
事

を
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た

か
ら
で
す
。

Ｗ

仕
事
の
内
容
は

　

午
前
中
は
事
務
作
業
や
学
童
保
育
の
活
動
の

準
備
な
ど
を
主
に
や
っ
て
い
ま
す
。
午
後
は
学

童
保
育
の
支
援
員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
宿

題
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
遊
び
方

を
す
っ
か
り
忘
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
て
覚
え
直
し
て
い
ま
す
。

Ｗ

女
性
と
し
て
働
く
環
境
は

　

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
の
み
で
す
。
仕
事

の
先
輩
で
あ
り
同
年
代
の
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
人
が
一
緒
に
働
い
て
い
る
の
で
、
女
性
や
母

と
し
て
の
気
持
ち
を
話
し
や
す
い
環
境
で
、
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
月
に
何
度
か
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
男
性
ス
タ
ッ
フ
が
学
童
で
の
遊

び
や
運
動
の
指
導
を
し
て
く
れ
る
時
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら「
思

い
っ
き
り
遊
ん
だ
り
で
き
る
男
性
ス
タ
ッ
フ
が

い
る
と
い
い
よ
ね
」と
い
う
声
も
あ
が
り
ま
す
。

Ｗ

休
日
の
過
ご
し
方
は

　

３
歳
に
な
っ
た
娘
と
一
緒
に
、
天
気
の
良
い

日
は
近
所
を
散
歩
し
た
り
、
実
家
の
畑
で
遊
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
家
で
お
菓
子
作

り
や
餃
子
作
り
な
ど
を
一
緒
に
し
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
と
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
癒
し
の
時
間
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時

間
と
し
て
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
大
切
で

す
。

Ｗ

村
上
市
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は

　

子
ど
も
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
、
笹

川
流
れ
で
カ
ヤ
ッ
ク
を
体
験
し
て
み
た
い
で

す
。

　

好
き
な
景
色
は
、
温
出
集
落
か
ら
見
る
、
水

を
張
っ
た
田
ん
ぼ
に
映
る
夕
焼
け
で
す
。

Ｗ

今
後
の
目
標
を

　

ま
ず
は
、
法
人
が
携
わ
っ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
、

こ
れ
か
ら
の
山
北
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
育
つ
環
境
づ
く
り
を
考
え
た
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
困
り
ご
と
が
減
り
、
安
心
と
楽
し
み
が

増
え
る
よ
う
な
活
動
を
考
え
る
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

高齢者虐待の種類 見守りのサイン

身体的虐待 たたく、なぐる、無理やり食事
を口に入れるなど

【高齢者のサイン】
・不自然な傷やあざがある
・何かにおびえたり、怖がる
・�いつも同じ服を着ていて、入
浴していないようだ 

【介護者などのサイン】
・�怒鳴り声や大きな物音が聞こ
える
・�疲れている、思い悩んでいる
ようだ
・�介護が必要なのにサービスを
利用している様子がない

心理的虐待 怒鳴る、ののしる、意図的に無
視するなど

介護の放棄・放任
（ネグレクト）

必要なサービスを受けさせな
い、十分な食事を与えないなど

経済的虐待
本人に必要なお金を渡さない、
通帳などを管理し、本人の意思
に反して使うなど

性的虐待 排泄の失敗に対して、懲罰的に
下半身を裸にして放置するなど
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　会員が、交通事故に遭った場合に見舞金を支給す
る、県内全市町村共同で行う県民一人一人の助け合
いの制度です。自転車での自損事故も見舞金の対象
となります。
※�昨年10月から義務化された自転車損害賠償責任
保険等の対象にはなりません

加入できる人
①県内の市町村に居住し住民登録をしている人
②�県外に居住しているが、県内の家族と同一生計
の人
※�①・②以外で、県内に居住していて、共済期間内
は当該市町村に居住する予定の人も加入できます
ので、ご相談ください

会費
　１人　年額500円

見舞金額
交通災害にあわれた場合、３万円～ 150万円の見舞
金が支給されます。
　※入通院の日数が７日以上で請求できます

共催期間
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで
　※�４月以降に加入した場合は、その翌日から令和
６年３月31日までとなります

申込方法
　２月中旬にパンフレットと加入申込書を各世帯に
配布します。加入を希望する場合は、加入申込書に
必要事項を記入の上、会費を添えて市内金融機関や
自治会、または市役所市民課生活人権室および各支
所地域振興課市民生活室の担当窓口で申し込んでく
ださい。

新潟県交通災害共済の会員募集（令和５年度）
家族そろって加入しましょう

問い合わせ 市民課生活人権室　☎53−2111（内線2232） 記事 ID 0001732

人口と世帯数
（１月１日現在）

人　口 55,919人（−104）

男 26,883人（−41）

女 29,036人（−63）

世帯数 22,348世帯（−25）

※（　　）は前月比
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※ 12 月 11 日から 1月 10 日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています
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■中央図書館２月の休館日
　６日、10日、13日、14～17日、20日、27日
■中央図書館の開館時間
　・火～金曜日　　　　午前９時～午後７時
　・土・日曜日、祝日　午前９時～午後５時
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１月15日号の「キッズモデル」の保育園は山北そらいろ保育園で
した。訂正してお詫びいたします。

ほのかほのかちゃんちゃん

好物好物 プリン

ユーチューバー夢夢

こうしこうしくんくん
好物好物 ぶどう

クレープ屋さん夢夢

Twitter LINE Facebook YouTube

▶延期されていた「二十歳のつどい」。心待ちにしていた冬の開催でしたが、
振り袖姿が雪景色に映え、華やかな式典でした。全国の各式典におけるあま
り良くないニュースがテレビの映像で流れましたが、取材した本市の式典の
出席者は凛として臨み、大人としての自覚を感じる雰囲気で進行。本市の将
来が明るいことを垣間見た式典でした。（遠山）

編集後記

集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学生まで
のお子さんの写真を募集しま
す。（市内在住者に限ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日 ④保護者氏名
⑤電話番号 ⑥写真（5MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

申し込みは
こちらから

肥田野蒼
あお

人
と

くん　R4.4.3生
（南町二丁目）

鈴木愛
あい

菜
な

ちゃん　H31.1.5生
（山辺里）

川﨑唯
ゆ

愛
あ

ちゃん　R3.9.26生（北新保）

二野由
ゆ

羽
う

里
り

ちゃん　H30.11.18生
（松原町二丁目）

今月は村上幼稚園の
この2人

1/13 胎内市築地小学校区の児童からおもちゃの寄贈
子どもたちによる被災者支援（保内小学校）

　保内小学校の放課後子ども教室に、胎内市築地小学校区
の放課後子ども教室と農事組合法人新農生産組合より、お
もちゃが寄贈されました。
　昨年、築地小学校児童は、自分たちで収穫したさつまい
もを学校文化祭で販売。その売上金を「豪雨で被災した地
域の子ども教室の力になりたい」という児童からの提案か
ら、今回の寄贈が実現しました。
　おもちゃを受け取った児童は、「今はやりのおもちゃがも
らえてとても嬉しい。大事に使います」とお礼を述べ、目
を輝かせながらそのおもちゃで遊んでいました。


